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包括的性教育 指導計画案 ⑤

1. 日時
〇〇年○月○○日（○）○限

2. 対象
○年○組

3. 使用する時間
総合的な学習の時間　１コマ
※総合的な学習の時間のほか、特活や道徳、社会などでの実施事例もあります。
　コロカラBOOKの内容と教科の関連については、「教科との対照表」をご参照いただけます。

4. 単元名
対等なコミュニケーションのあり方（『コロカラBOOK 』TOPIC 5）

5. 単元の目標
バウンダリー・同意・デートDVなど、対等な人間関係を築くときの指針となる知識や考え方を学習し、これまでのコミュニケーションのあり方を見直したり、今後どのようなコミュニケーションをとっていきたいか考えたりする。

6. 使用教材
『コロカラBOOK』（正進社）、〇〇、〇〇

7. 持ち物と準備
・持ち物：コロカラBOOK、〇〇、〇〇
・準備：TOPIC 5の動画を前に映し出しておきます
　※エクササイズの提出をオンラインで行う場合、提出先のフォルダをあらかじめつくっておきます。
　　必要に応じて、生徒の出席番号を表示しない設定にし、匿名性を確保するのがおすすめです。


8. 授業の展開例
　※下記はあくまでも展開例のひとつです。学年・クラスの性質や学習歴に適宜合わせてご指導ください。
	時間
	学習内容・学習活動
	指導上の留意点・
配慮事項

	導入
２分
	1 TOPICの内容に関して、生徒に問いかける
例）ふだん友達や家族とどんなコミュニケーションをとっていますか？ 対等なコミュニケーションってどんなでしょうか？
2 TOPICのテーマを伝える
例）今日は、コロカラBOOKのTOPIC 5「対等なコミュニケーションのあり方」について学習します。ふだんの自分のコミュニケーションの取り方などを思い出しながら考えてみましょう。
3 p.006の心得を読み上げて、クラス全員で確認する
例）性のことについては、人によっていろんな考え方や感じ方があります。みんなが安心して学べるように、p.6の「心得」を確認しましょう。
	※このトピックは、デートDVの加害者・被害者、また両方の経験者や関係者が教室の中にいることを前提に授業を進める必要があります。


	展開①
４０分
	コロカラBOOK「教室で観よう」TOPIC 5の流れに沿って進める。
1 「ウォームアップ」３分
1 マンガ「わたしは嫌じゃないけど…」を各自で読む
例）ではpp.44-45のマンガ「わたしは嫌じゃないけど…」を開いてください。自分がされてOKなこと、ほかの人もOKだと思っていませんか？ マンガを読みながら考えてみましょう。
2 各自でThinkに取り組む
例）読めた人から、Thinkに答えてみてください。
3 回答を全体で共有する
例）何に丸をしましたか。腕に抱きついたり、抱きつかれたりすることについて、ミキはどう感じていそうだと思いましたか。「平気そう」だと思った人？……（以下同様に）
例）同じストーリーを読んでもいろいろな見方がありますね。でも登場人物の本心は、本人に聞いてみないとわかりません。
	







※時間に余裕があれば、全体での共有の前に、ペアでの共有の時間を設けてもよいかもしれません。

	
	2 「動画を観る」２７分
1 動画を導入する
例）では動画を再生します。pp.46-49の内容に沿った動画です。動画だけを観ていてもいいですし、コロカラBOOKに目を通しながら観ても構いません。気づいたことや思ったことをコロカラBOOKの空いたところに書き込んでもいいです。
2 動画を再生する
	





※動画には、⑶エクササイズの導入も含まれます。

	
	3 「エクササイズ」１０分
1 「なりきって答えてみる」の問いに各自答える
例）ではp.50を開いて、想像する場面を１つ選び、回答してみてください。
2 （オンラインで回答させた場合）回答を全体で共有する
例）回答がだいたい集まったので紹介します。まず①に対する回答では、たとえばこんなのがありました。……（①②それぞれにつき、コメントを２、３こずつ紹介する）。
例）自分の経験を踏まえながら答えたり、相手の気持ちを汲んで、相手を責めない言い方を工夫したりしていていいですね。　
	
※オンラインで回答させる場合は、リンクを共有します。
※回答の内容に踏み込む場合は配慮が必要な事柄が多くあるため、回答の仕方に着目してコメントするのがおすすめです。自他を尊重したコミュニケーションのあり方を学ぶことも、包括的性教育のねらいの一つです。
※回答を共有しない場合は、そのまま「展開②」へ進みます。

	展開②
７分
	コロカラBOOK「自分で読もう」を各自で読む。
例）pp.118-126に今日の動画に関連した情報や、インタビュー記事などが載っています。順番に読んでもいいですし、好きなところから読んでもいいです。
例）気になることや知りたいことが出てきたときは、またぜひコロカラBOOKを開いてみてくださいね。
	※この「展開②」で時間の調整を行えます。
※pp.118-126以外のページを読む生徒もいるかもしれませんが、各人の関心に応じて読んでもらうのがおすすめです。
※ページによってはほかの生徒がいる場では読みづらい場合があります。家に持ち帰ることができれば、授業中に読めなかったページも安心して読むことができるかもしれません。

	まとめ
１分
	今日の学習を振り返る。
例）対等な関係性というのは、一度築いたらずっと変わらないというものではありません。この関係は対等かな、自分はふだんどんなコミュニケーションをとっているかな、これからどんなコミュニケーションをとっていきたいかなと、ときどき立ち止まって考えてみるといいかもしれませんね。
	


《 包括的性教育の授業にまつわるQ&A 》
包括的性教育の授業を実施するにあたって、先生方からよく伺う疑問や懸念について、性教育講師の中谷奈央子先生にご回答いただきました。
 
Q. 自分自身が十分な性教育を受けておらず、授業を行う自信がありません。
A.「性教育の授業をするのは自信がない」という先生も多くいらっしゃいますが、自信がなくても大丈夫です。自分たちが学んでいないことなので、とまどいがあるのは当然のことかと思います。
『コロカラBOOK』では、専門的な内容の解説は動画に任せることができます。外部講師の講演を受けるときのように、先生方には授業の進行役を務めていただくイメージです。
｢生徒に正しいことを教える｣のではなく、｢生徒と一緒に学ぶ｣スタンスで気軽に取り組んでください。
 
Q. 生徒たちがふざけたり、騒いだりしたときは、どのような対応がおすすめですか。
A. 怒鳴ったり、照れたり茶化したりせずに、淡々と進めていくのがおすすめです。生徒は教師側の態度をよく見ています。不安な気持ちは隠して、演技でもいいので堂々と淡々と進めていけば、最初はふざけていても、次第に態度が変わっていくことが多いです。
それでも騒がしさがおさまらず、授業を進めにくい、ほかの生徒が聞きづらい状況が続くようであれば、｢聞きたい人が聞けないよ｣｢静かになったら始めようか｣などと言って切り替えられるのを待ったり、｢今どうしても聞いてみたいことがあるの？｣などと対象者に話をふってみたりしてもよいかもしれません。
 
Q. 知らないこと／答えられないことを生徒から質問されたときはどうすればよいですか。
A. 知らないことは正直に｢知らない｣と言っていただいても大丈夫です。「先生も知らないことがあるんだ」とわかり、むしろ生徒の安心につながると思います。｢先生もわからないから、一緒に調べてみようか｣｢今すぐ答えられないから、来週までの宿題にさせて｣などと、回答を保留するのもおすすめです。質問に対し、否定したり怒ったり逃げたりするのではなく、生徒の疑問を真摯に受け止め、向き合う態度が大切です。
ただし、性や恋愛などに関する個人的な質問に対しては無理に答える必要はありません。｢プライベートなことなので答えられない、答えたくない｣ときちんと伝えることが、生徒の学びにつながるでしょう。
 
Q.授業を受けたくない／受けるのがつらいという生徒がいた場合はどう対応すればよいですか。
A. 何より大切なのは、生徒の安心、安全です。そういう申し出が合った場合は無理をさせず、休ませる、別室対応にするなどの選択肢を用意しておきましょう。
理由は無理に聞き出そうとせず、｢何か心配なことがあったら、いつでも言ってね｣と生徒が話しやすい雰囲気をつくっておくことが大切です。
また、授業後は、｢今日はこの本の○ページを勉強したから、気になったら読んでみてね｣と紹介しておくのもよいかと思います。「みんなで授業を受けるのはきついけれど、内容は知りたい」という生徒も、安心して自分のペースで学べると思います。
 
Q. 動画中もずっと下を向いているなど、授業に集中していない生徒がいたときはどうするのがよいですか。
A.姿勢や態度をつい注意したくなるかもしれませんが、様子を観察することが大切です。性に関する授業を受けることを「恥ずかしい」「苦手」「気持ち悪い」などと感じている生徒は一定数います。また、過去の辛い経験や現在の悩みと重なって、授業自体を苦痛に感じている生徒もいるかもしれません。いろいろな生徒がいることを想定し、無理させず、追及せず、生徒が心地よく自分のペースで安心して参加できるよう見守るとよいでしょう。
 
Q. 性暴力・デートDVの被害・加害経験、性にまつわる個人的な悩み、性のあり方等について、生徒から打ち明けられたら、どう対応すればよいですか。
A. あなたを信頼して打ち明けてくれたのだと思います。まず「話してくれてありがとう」と伝え、生徒の話を否定したり遮ったりせず、最後まで丁寧に聴きましょう。性暴力やデートDVの被害にあった生徒は、自分を責めていることも多いです。「あなたは悪くない」と繰り返し伝えてあげましょう。
他教員、保護者などと共有する必要がある場合は、あらかじめ本人に理由を説明したうえで進めていきましょう。必要に応じて専門機関につなげたり、相談窓口や資料を紹介したりすることも、教員にできるサポートの一つです。
その際、本人の同意のないまま物事を進めたり、決めつけたりしないことが大切です。たとえば、性のあり方について本人の同意なく他教員に伝えてしまうと、アウティングになるので注意が必要です。
